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〔事例報告〕

１．はじめに

江島雅樹選手 （以下，江島選手） は高校 3年時に

5m46の日本高校新記録を樹立，大学入学直前の 1月

にはフィンランドの室内競技会で 5m50にまで記録を

伸ばし，日本大学スポーツ科学部へ入学した．高校2

年時にはコロンビア・カリで行われた世界ユース陸上

競技選手権大会に出場 （5m00・6位），高校 3年時に

はポーランド・ブィドゴシュチュで行われた世界U20

陸上競技選手権大会 （以下，U 20世界選手権） に出場

（5m35・6位） するなど，高校時代から世界のトップ

ヴォルターとして活躍してきた．大学入学後は 1年時

にインド・ブバネーシュワルで行われたアジア陸上競

技選手権大会 （以下，アジア選手権） でU20アジア記

録となる 5m65をクリアし 2位，2年時にはフィンラ

ンド・タンペレで行われたU20世界選手権において 3

位となり銅メダル （5m55） を獲得するなど大学入学

後も順調に実績を重ねてきた．そして 3年時には，8

月に千葉県木更津で行われた記録会で 5m71をクリア

し，9月にカタール・ドーハで行われた世界陸上競技

選手権大会 （以下，世界選手権） への出場を果たした．

これらの輝かしい実績を残してきた江島選手の大学

4年間における競技記録の変遷を，本人の考えと感覚

を参考にしながら振り返ってみたい．

２．記録の推移

大学 4年間の全競技会の結果と，参考までに高校 3

年時の主要競技会の結果を表 1に示した．また，大学

4年間のシーズンベスト記録と各シーズンの試合結果

平均推移を図1に示した．なお，各シーズンの試合結

果平均について，記録なし （NM） となった試合は含

めないこととした．

大学 1年は，入学後すぐに出場した日大競技会で当

時の自己ベスト記録にほぼ並ぶ 5m45を跳び，順調な

大学競技生活をスタートすることができた．その後 4

月末に出場した織田記念では記録なしに終わってし

まったが，5月に出場した記録会では 5m61の自己新

記録 （当時はU20アジア新記録） を記録，7月のアジ

ア選手権では 5m65へと更に記録を更新した．シーズ

ンの試合結果平均は 5m487と高校時代の屋外ベスト

記録を上回り，非常に高水準で安定したシーズンと

なった．しかし本人は関東インカレ，日本選手権，ア

ジア選手権と 2位に終わり，その後のユニバーシアー

ド競技大会 （以下，ユニバーシアード），日本インカ

レでも優勝することができず，勝てない試合が続いた

ことによる精神的落ち込みがみられた 1年であった．

大学 2年はU20世界選手権で銅メダルを獲得した

が，シーズンベストは 5m55にとどまり，競技人生で

初めて自己記録更新ができなかった年であった．シー

ズンの試合結果平均も 5m356 （図 1） と低めの水準と

なり，ばらつきを表す標準偏差も0.218と 4年間で最

も高い値となった．

大学 3年になると関東インカレ優勝や，江島選手自

身初となる日本選手権の優勝も達成することができ

た．その後，7月に行われたユニバーシアードでは

5m21で 7位と惨敗したのだが，精神的に相当落ち込

んだのかメディアに対し勝手に「休養宣言」をし，数

週間グランドに顔を出さなくなった．誰にも相談する
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選手権の標準記録となる 5m71をクリアした．この結

果により，世界選手権の日本代表となることができ

た．この木更津の試合では，私自身も 5m71をクリア

し世界選手権には江島選手と一緒に出場することがで

ことなくそういった状況に陥るのは 1年生の時からご

くたまに見られた．しかし，8月に入ると急に気持ち

の変化が現れ，横浜市の記録会に出場した後，木更津

で行われた上総走高跳・棒高跳記録会に出場し，世界

表１　シーズンベスト記録の推移と全出場競技会の結果
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おける跳躍回数を示したものであるが，平均して7.2

回の跳躍で最高記録をマークしていた．

３．主観的技術内容の変化

江島選手自身が各シーズンにおいてどのような感覚

で跳躍を行なってきたのかを，跳躍全体を助走，踏み

切り，空中動作の 3局面に分け，それぞれの局面に

おける主観的技術内容について書き出してもらった

（表 3）．

まず助走に関しては，「足が後ろに流れないように，

自転車の車輪のように回転させることを意識した．」

といった，走り方を意識していたものから，「ポール

の重みを少しでも軽減するために，左手を自分の身体

きた．世界選手権のピット内で，いろいろなことを伝

えることができた非常に貴重な機会であった．

大学 4年は新型コロナウィルス感染症の影響により

東京オリンピックは延期，様々な試合が延期・中止と

なったが，それにより江島選手の出場した試合は 5試

合にとどまった．しかしながら緊急事態宣言による自

粛生活等様々な制約があった中，日本インカレ優勝や

ゴールデングランプリ 2位など，しっかりとしたパ

フォーマンスを発揮してくれた．シーズンの試合結果

平均は 5m464と，例年と変わらない高水準であっ

た．またばらつきを表す標準偏差は0.053と 4年間で

最も低い値であった．

表 2は各シーズンのシーズンベストを出した試合に
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図１　各シーズンのシーズンベストと試合結果平均推移 （記録なしは除く）

表２　シーズンベストを出した試合の跳躍回数
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合前のウォーミングアップでは全く踏み切ることがで

きず，試合が始まってから 1本目の試技で漸く踏み切

ることができ跳躍をするというパターンであった．そ

のため，試合結果に大きなばらつきが生じ，記録が安

定しない年となった．大学 3年時以降は「最初の 1歩

目 （右足） をオーバーにせず，真下につくイメージで

助走を開始した．」や，「真下に足を下ろす意識．」，ま

た「ポールの重みを少しでも軽減するために，左手を

自分の身体に近づけることを意識した．」ことによっ

て助走が安定したため，「踏切に対しての恐怖感」は

なくなり記録が更新されたと考えられる．

次に踏み切りに関してだが，大学 1年時は「左手を

に近づけることを意識した．」や「ポールを自分の身

体に引き寄せた．」といったポール保持の意識に変

わっていった．これは，江島選手が使用するポールが

年々硬くなってきていることに伴い，ポール自体が重

くなり，ポール保持の仕方が助走に大きく影響してい

ることが考えられる．また大学 2年時に自己記録更新

ができず，シーズンの試合結果平均も低めの水準と

なった原因として，「踏み切れない病に陥っていた時

期（踏切に対しての恐怖感）．」とあるように，踏み切

ることへの恐怖心が助走に悪影響を与え，跳躍をする

ために必要な助走をすることがあまりできていなかっ

たためと考えられる．実際に大学 2年時は毎試合，試

表３　各シーズンにおける局面ごとの主観的技術内容
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を少し伸ばすことによって大きな遠心力が生まれ，よ

り大きな力をポールにかけることができるようにな

り，より反発力の強いポールを使えることにつながる

と考えられる．

４．体力的要因

表 4は，江島選手が各シーズン終了後に行ったコン

トロールテストの結果と稲岡ら （1993） の示したコン

トロールテストの目標値の一覧である．これを見てみ

ると，行っている全種目を通じて目立った体力向上は

見られなかった．稲岡らは，棒高跳の競技記録とコン

トロールテストの間には，ベンチプレス，砲丸バック

投げ，立五段跳，30m加速走において有意な相関関係

が見られることを報告している．特に立五段跳には高

度に有意な相関関係が見られていたのだが，江島選手

の立五段跳は大学 4年間でのベストは16m20となっ

ており，稲岡らの示したコントロールテストの目標値

（5m70） の17m40からは大きく下回るものであった．

ではなぜ江島選手はそれほど体力的要因が高くなく

ても高いパフォーマンスを発揮できているのかについ

て考察すると，ポールを曲げる技術と曲げたポールの

反発に乗る技術が優れているということが挙げられ

る．棒高跳では助走で得られたスピード，つまり大き

な運動エネルギーを，踏切動作によってポールに伝

え，ポールを曲げることが，高い跳躍高を得るために

必要となる （澤野ら，2008） のだが，ポールの湾曲が

最も大きい場合に最大の高さを得られる （Pikulsky, 

1964） ため，江島選手のポールを大きく曲げる技術は

非常に重要であるということがわかる．江島選手は踏

切局面でポールを大きく曲げるというよりは，踏切後

の身体を十分に使ったスイング動作により大きくポー

ルを曲げている．前述の主観的技術内容の変化でも触

おでこの前に置いて，右脇を中心に突っ込んだ．」

や，「身体を前に進めると同時に，腕は空に向けて押

し上げた．」というところから，踏み切っているとい

うよりも前に入っていくという意識であることがわか

る．そのような意識から大学3年時の「従来の踏切位

置よりも10～15 cm程後ろで踏み切ることが出来た．」

や，大学 4年時の「自分から踏み切ろうと意識をして

いるため跳躍高が少し高いと思われる．」というよう

に，踏み切るという意識が生まれていることがわか

る．更に，「踏み切って前方向に力を伝えると同時

に，左手を伸ばした．」や，「空に向けて両手を伸ばす

イメージ．」といった意識から，踏み切る意識に加え

手を伸ばすことにより，身体全体の力をポールに加え

ることができるようになっているということが考えら

れる．これにより，更に反発力の強い硬いポールが使

えるようになってくると思われる．

最後に空中動作に関してだが，大学 1年時の「頭・

肩をボックスに打ち付けるイメージ．」や，大学 3年

時の「ポールを最大限まで曲げて，頭・肩をボックス

に打ち付けるくらい勢いよく真下方向に落とした．」

ということから，空中では特に頭と肩を真下方向に落

とす意識で行っていることがわかる．ターンに関して

大学 1年時には「ポールの曲がりが戻る瞬間 （ポール

が垂直になる瞬間） にターンをした．」 が，大学 4年時

には「反転 （クリアランス） の時間を少し早めた．」と

なっている事から，ターンのタイミングを早めてより

効率的にポールの反発をもらおうとしていることがわ

かる．また，「ポールを押し続けている両手と踏切

足・リードレッグを同タイミングで抱え込む．」か

ら，「両足を抱え込むのではなく，少しだけ足を伸ば

しながら振り上げることを意識した．」と足の動かし

方に変化が現れているが，これは振り上げにおいて足

表４　各シーズンにおけるコントロールテストの結果と目標値
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向上が有効に働いたとも報告している．つまり鍛錬期

にしっかり体力を向上させ，試合期に技術変化も含め

た技術トレーニングを集中的に行うことでパフォーマ

ンスは向上すると考えられる．また結城 （2017） は，

獲得したいある技術を，頭では理解していても，必要

な体力が備わっていなければ，その技術は達成されな

いとしている．さらに，いったん技術的な運動パター

ンが骨格筋モデルで作り出されれば，短縮性収縮が作

り出す身体姿勢の幾何学的な条件や重力との関係性が

整い，伸張性収縮の刺激によって刺激を受けられた筋

－腱群はさらに発達し，体力へと備わっていくのであ

ろうと提示している．つまり，パフォーマンス完成期

に近づくにつれ，体力と技術を常に相互に関連させて

考えていくべきであると考えられる．これについては

前述の戸辺ら （2018） も同じ見解を出している．

よって江島選手の今後の課題は，まず基本的トレー

ニング手段に基づいた体力的要因の向上と，それに並

行して技術的要因の向上，または変化であると考える．

６．まとめ

江島選手の大学 4年間は，結果だけ見れば順風満帆

な４年間に映ったかもしれない．しかし，なかなか勝

てない試合が続いたり，大きな試合で失敗に終わり精

神的にかなり落ち込んでしまうなど，決して順調な 4

年間を送ってきたわけではなかった．とはいえ，大学

2年時のU20世界選手権で銅メダルを獲得し，大学 3

年時には世界選手権の代表となり，世界の舞台で戦う

第一歩を踏み出すことができた．まだまだ精神的に競

技者として未熟な部分もあるが，棒高跳選手にとって

非常に恵まれた体格を持ち，類稀なる才能を持つ江島

選手には，日本記録の更新だけではなく，アジア人初

となる 6m00制覇を目指し更に大きく成長してもらい

たいと願っている．
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